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幼児教育・　
保育推進課

・総務係
・学務係
・指導係

・社会教育係
・児童クラブ係
・図書館係
・文化財保護係

・事業給付係
・相談支援係
・母子保健係

幼児教育・保育係
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園部中学校

八木中学校

殿田中学校

園部小学校

園部第二小学校

八木東小学校

殿田小学校

胡麻郷小学校

園部幼稚園

園部保育所

城南保育所

八木中央幼児学園

八木東幼児学園

ひよしこども園

胡麻保育所

八木西小学校

美山中学校 美山小学校 みやまこども園

他に…

聖家族幼稚園

南丹のぞみ園
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園部中学校

八木中学校

殿田中学校

園部小学校

園部第二小学校

八木東小学校

殿田小学校

胡麻郷小学校

園部幼稚園

園部保育所

城南保育所

八木中央幼児学園

八木東幼児学園

ひよしこども園

胡麻保育所

八木西小学校

美山中学校 美山小学校 みやまこども園

他に…

聖家族幼稚園

南丹のぞみ園

学校教育課
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幼児教育・保育推進課
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「市町村のための架け橋期コーディネーター」設置事業の取り組み
　　　　　　　　　　　　（京都府・委託事業として２年間・１年目）
　　南丹市架け橋期コーディネーターとして

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幼児教育・保育推進課

指導主事と主任の２名

　　学校教育課

幼稚園・小学校担当
指導主事の１名

計３名　配置
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校長会議・校園所長会議・園所長会議への発信
京都府幼児教育センターのリーフレット配布

市町村のための「架け橋期コーディネーター設置事業」の説明と
概要図での目的や取り組みの方向性
かけはし通信の発行
研修の案内等

学校現場・保育現場の現状把握
保育所・幼稚園・こども園の保育視察　
1年生の授業参観（新年度の園との連携時に同行）
現状と課題（それぞれの立場から）
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各保育現場での研修参加し、共に学ぶ
京都府架け橋期コーディネーター派遣研修の活用（＝園内研修）　　
南丹市保育所幼稚園職員研修（専任講師による保育現場での指導）
南丹市保育所幼稚園こども園幼児学園連絡協議会・研修
各保育所・幼稚園等の園内研修
各ブロック研修（全体研修、園部ブロック研修に参加）

市・架け橋期コーディネーター打ち合わせ会議
学校現場・保育現場の参観後等の所感の出し合い
課題の整理
具体化の整理（今後の進め方の検討、次年度の研修）　等

研修の企画

管理職研修　　　　　　　　　　　　　　　府架け橋期コーディネーター
キーパーソンとなる補佐・係長等の育成 　　　　　　　派遣研修活用
時間の作り方と工夫（できる限り、既存のものを活用）
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教育長園訪問に同行
　（各園・所８ヶ所）

架け橋期
コーディネーター
　　　　　　訪問
（各園・所８ヶ所）

５・６・７月実施
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育の質の向上に！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育の質の向上に！つながる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【大切だと感じたこと】
・こどもの育ちや興味関心に　
　合った遊びの提供
・遊びの育ちや学びの発信
・こどもの主体性と捉え方
・保育の見取り方
・保育者の関わり仕掛け

～小学校の授業を参観～
【大切だと感じたこと】
・学びの楽しさ（１学期重要）
・園保小連携の在り方～従来の　
　連携、これからの連携～
・体や心の育ち
・あそび心

資料5-3



「 」 ・〇 保幼小連絡会 の在り方の見直し

改善

〇保育参観・授業参観の視点の明確化

〇「学び」のつながりの明確化

〇「実践事例」の蓄積

「育ち」と「学び」をつなぐ
～「もっと学びたい！ 「知りたい！ 「深めたい！」を目指して～」 」

□「幼児期の終わりまでに育ってほしい

10 の姿 架け橋プログラム 等につい」「 」

ての理解促進

□「架け橋プログラム」の作成

□就学前から義務教育９年間を通して、

ブロックが一体となって進める取組の

推進

〇南丹市内各校園所代表者 〇南丹市教育委員会事務局

令和７年度 市町村のための「架け橋期コーディネーター設置促進事業」
南丹市教育委員会

《趣旨》

「 ・ 」 、 「 」 「 」 。◎ 主体的 対話的で深い学び の実現に向けて すべてのこどもの 学び や 生活 の基盤を育む

◎ こどもの発達の段階を踏まえた保育・教育の連続制・一貫性を図り、段差のない接続を進める。

◎ 保育者 教職員の研修の充実を図り 保育 教育についての相互理解を深め 保育 教育の質の向上・ 、 ・ 、 ・

を目指す。

◎ 保育所・幼稚園・こども園と小学校が一体となって取り組むための組織作りを進める。

《担当者会議》

●京都府教育委員会

京都府幼児教育センター

●京都府南丹教育局

●南丹市教育委員会担当者

◇研修会の実施

・ 保育・教育」について語り合い「

・保育・授業の工夫改善

◇保育・授業の工夫改善

⇒ 保育・教育の質の向上

◇研修機会の充実

「つながり」の具現化」 研修の充実
～つなげる・支える・導く～

◇ 南丹市内各園所・小中学校 ◇

「学びの架け橋推進協議会」

幼 児
教 育

小学校
教 育

理解促進

成果波及
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京都府架け橋期コーディネーター派遣による園内研修

専任講師による南丹市保育所幼稚園職員研修
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　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック全体夏季研修会

園中ブロック研修会・桜ケ丘中学校授業研修参加

園中ブロック夏季研修会

④南丹市教職員保育士研修会
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教育長自ら
　講師となって
　　南丹市が進める教育
　　　について講演
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南丹市保育所
幼稚園職員研修に参加 
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南丹教育局・研修会（年間3～4回）

かめおか乳幼児教育センター視察
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＊　保育現場や学校現場の実態を把握する

＊　学校現場のことや保育現場について、実態から課題を見出す

＊　具体化の整理と実行
　　　　どんな取り組みが必要か？…研修企画
　　　　アプローチの仕方…リーフレット
　　　　　　　　　　　　　概要図
　　　　　　　　　　　　　かけはし通信
　　　　　　　　　　　　　研修会
　　　　必要感をもって現場が進めていくには…
　　　　次年度（２年目の取り組み）どうする　等
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